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一
般
会
計

予
算
総
額
は
45
億
５，
２
０
０
万

円
で
、昨
年
度
に
比
べ
７
億
９
０
０

万
円
（
18
・
４
％
）
の
増
で
す
。
こ

れ
は
主
に
中
学
校
校
舎
と
体
育
館

の
建
設
経
費
に
よ
る
も
の
で
す
。

《
歳
入
》

町
税
に
つ
い
て
は
定
率
減
税

の
廃
止
に
伴
い
、
町
県
民
税
の

増
収
が
見
込
ま
れ
た
も
の
の
、

土
地
評
価
額
の
落
ち
込
み
に
よ

り
固
定
資
産
税
の
減
収
と
な
り

ま
す
が
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
収

入
を
確
保
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
校
建
設
に
伴
い
、

国
庫
支
出
金
で
は
７，
５
５
２
万

４
千
円
（
85
％
）
の
増
、町
債
で
は

２
億
３，
６
６
０
万
円（
90
・
４
％
）

の
増
で
、４
億
７，
４
０
０
万
円
を

基
金
か
ら
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

《
歳
出
》

教
育
費
で
は
、
中
学
校
体
育
館

の
建
設
と
校
舎
の
解
体
や
基
礎
工

事
な
ど
に
７
億
８，
３
０
０
万
円

の
工
事
費
を
計
上
し
、
今
年
度

か
ら
本
格
的
な
工
事
を
着
工
し

ま
す
。

総
務
費
で
は
、
戸
籍
の
電
算

化
を
導
入
し
、
発
行
事
務
の
時

間
短
縮
や
戸
籍
簿
の
劣
化
を
防

平
成
18
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
総
額
84
億
９，
１
０
１

万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
依
然
続
く
景
気
の
低
迷

や
三
位
一
体
の
改
革
な
ど
、
町
を
取
り
巻
く
財
政
状
況
は

大
変
厳
し
い
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
町
で
は
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
折
り
込
ん
だ
予
算
を

編
成
し
、
福
祉
の
充
実
や
産
業
の
育
成
、
生
活
環
境
の
整

備
、
人
間
性
あ
ふ
れ
る
教
育
と
文
化
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
ス
タ
ー
ト

予
　
算

予
　
算

一般会計

歳　入

その他 
344,632 
（7.6％） 

地方消費税交付金 
90,000 
（2.0％） 

国庫支出金 
124,263 
（2.7％） 

ゴルフ場利用税 
交付金 
124,400 
（2.7％） 

県支出金 
164,402 
（3.6％） 

地方譲与税 
180,000 
（4.0％） 

町債町債 
498,200 
（10.9％）％） 

地方交付税地方交付税 
980,000 
（21.5％）％） 

町税町税 
1,141,261 
（25.1％）％） 

町債 
498,200 
（10.9％） 

繰入金繰入金 
904,842 
（19.9％）％） 

繰入金 
904,842 
（19.9％） 

地方交付税 
980,000 
（21.5％） 

町税 
1,141,261 
（25.1％） 

歳入 
45億5,200万円 

（単位  千円） 

今年度は７億8,300万円投入
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虔用語の説明虔
町税
町民税・固定資産税・軽自

動車税・たばこ税などが含ま
れています。
地方交付税
地方公共団体の財源の不

均衡を調整し、どの地域に
住む住民にも標準的な行政
サービスが提供できるよう
に、地方公共団体に対して
配分されます。
国県支出金
国や県が、町と共同の責任

を持つ事務などに対し、財源
の全部または一部を負担する
お金です。
繰入金
一般会計や特別会計、基金

の間で、相互に資金運用しま
す。たとえば、一般会計の歳
入に不足が生じた場合に、基
金から取りくずして一般会計
に繰り入れることなどです。
町債
町が投資的事業などを行う

ため、国などから借り入れる
資金のことです。
公債費
借り入れたお金（町債）の

返済金です。
財政調整基金
年度間の財源の不均衡を調

整するための基金で、長期的
視野に立った計画的な財政運
営を行うために、財源に余裕
のある年度に積立てを行い、
財源不足が生じる年度に活用
するものです。

ぎ
ま
す
。

衛
生
費
で
は
、
昨
年
度
か
ら

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
対
象
年

齢
を
就
学
前
ま
で
に
拡
大
し
た

の
で
、
そ
の
効
果
を
見
極
め
な

が
ら
独
自
の
少
子
化
対
策
と
し

て
実
施
し
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
埴
生

川
３
期
地
区
に
70
ヘ
ク
タ
ー
ル

規
模
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
ま
す
。

特別会計別予算額

予　　算　　額会　　計　　名

9 億 2,590 万円 国 民 健 康 保 険

特　
　

別　
　

会　
　

計

12 億 4,870 万円 老 人 保 健

7 億 6,800 万円 介 護 保 険

8,300 万円 笠 森 霊 園 事 業

2 億 2,670 万円 農業集落排水事業

（支出）

5億 1,340 万 1 千円
（収入）

5億 1,043 万 7 千円収益的収支
ガス事業

会　　計 （支出）

1億 7,331 万 4 千円
（収入）

3,089 万 5 千円資本的収支

町民一人当たり

納める税金 112,108円

使われるお金 447,151円

＊平成18年３月１日現在の人口10,180人で算出

一般会計

歳　出

その他 
141,205 
（3.1％） 

消防費 
163,271 
（3.6％） 土木費 

180,340 
（4.0％） 

公債費 
416,051 
（9.1％） 

農林水産業費農林水産業費 
521,835 521,835 
（11.511.5％）％） 

衛生費衛生費 
564,742 564,742 
（12.412.4％）％） 民生費民生費 

599,308 599,308 
（13.213.2％）％） 

総務費総務費 
735,296 735,296 
（16.116.1％）％） 

教育費教育費 
1,229,952 1,229,952 
（27.027.0％）％） 

農林水産業費 
521,835 
（11.5％） 

衛生費 
564,742 
（12.4％） 民生費 

599,308 
（13.2％） 

総務費 
735,296 
（16.1％） 

教育費 
1,229,952 
（27.0％） 

その他 
49,757 
（1.0％） 

扶助費 
134,464 
（3.0％） 

公債費 
416,051 
（9.1％） 

繰出金 
480,405 
（10.6％） 

物件費物件費 
485,261 485,261 
（10.710.7％）％） 

補助費等補助費等 
568,087 568,087 
（12.512.5％）％） 

普通建設事業費普通建設事業費 
1,193,143 1,193,143 
（26.226.2％）％） 

人件費人件費 
1,224,832 1,224,832 
（26.926.9％）％） 

物件費 
485,261 
（10.7％） 

補助費等 
568,087 
（12.5％） 

普通建設事業費 
1,193,143 
（26.2％） 

人件費 
1,224,832 
（26.9％） 

歳出 
（款別） 

45億5,200万円 

歳出 
（性質別） 

45億5,200万円 

（単位  千円） 

（単位  千円） 

中学校の校舎と屋内運動場建設
総額16億2,900万円

【平成18年度予算】
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【健康で心の通う福祉の充実】
身体、知的障害者支援費扶助事業

5,282万４千円
身体や知的障害者の施設入所や通所サ

ービスなど、利用者負担を補助し、社会
復帰を支援します。

基本健診、がん検診事業 2,340万３千円
生活習慣病の予防活動に努め、各種検

（健）診を充実し、疾病の早期発見・早
期治療を推進します。

社会福祉協議会補助事業 1,490万４千円
老人福祉関係事業を社会福祉協議会へ

託すことで、円滑で迅速な福祉サービス
を提供します。

重度心身障害者医療費扶助事業 1,950万円
重度心身障害者の医療費を補助し、福

祉の向上を図ります。

乳幼児医療費扶助事業 864万円
小学校就学前までの子供の医療費を一

部助成します。

【活力ある産業の育成】
経営構造対策事業補助（ライスセンター
建設補助事業） 7,127万３千円
水沼地先に長南西部ライスセンター建

設に補助します。

県営農道環境整備事業、経営体育成基盤
整備事業負担金 4,510万円
広域農道下豊原地先の歩道整備（永井

トンネル側）や埴生川３期地区の暗渠排
水工事と揚水機場整備を行います。

ふるさと農道整備事業（須田地区）
3,500万円

本台地先の道路改良工事を実施し、須
田地先の用地買収を行います。

商工、観光団体等補助事業 691万円
町商工会や観光協会などの活動や事業

を支援します。

病害虫防除対策事業補助 329万６千円
ラジコン散布で病害虫の防除を行い、

良質米の生産を推進します。

小規模営農組合等補助事業 302万９千円
農業用機械や機械器具の新規導入にか

かる費用を補助します。

【うるおいのある生活環境の整備】
道路新設改良事業 4,434万１千円
生活道路網の効果的な整備や公共公益

施設周辺など、利用の多い生活道路を優
先的に整備します。

合併処理浄化槽設置整備補助事業
2,883万９千円

河川の水質汚濁を防止するため、生活
雑排水とし尿を合わせて処理できる合併
処理浄水槽の設置を推進します。

巡回バス運行事業 1,575万円
町民の交通手段のために、巡回バスを

運行します。

【人間性あふれる教育と文化の向上】
長南中学校校舎等改築事業

７億8,300万円
現在の普通教室棟は昭和35年度、屋

内運動場は昭和37年度に建設され、老
朽化や耐震性の低下により建て替えを
行います。
＊本事業は平成19年度で8億4,600万円の計16億
2,900万円の継続事業で実施します。

町史編纂事業 407万５千円
町史を昭和48年に刊行した後、世の中

は大きく変化しました。そのため町に関
する各種の資料を重要な歴史遺産として、
後世に伝え残していくため「続長南町史」
の編纂に着手します。

こどもの夢を育む事業補助 400万円
各学校が独自に計画して、普段できな

い体験を中心に特色ある教育活動を行い
ます。

海外交流研修事業補助 396万円
次代を担う中学生をオーストラリアに

派遣して、文化や言語を異にする人々と
交流し、国際感覚を育てます。

国際理解教育事業 352万８千円
国際感覚を養うと共に外国語教育（英

会話）の充実を図るため、各小学校に外
国人教師を派遣します。

わくわく体験クラブ事業 72万６千円
小学生を対象に、自ら考え、主体的に

判断し行動するための能力などを育成す
るため、田植え体験や星座の学習、コン
ピューターと遊ぼうなどを実施します。

一
般
会
計
予
算

45
億
５，
２
０
０
万
円

の
主
な
使
い
道

【平成18年度予算】
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【集中改革プラン】

平
成
20
年
度
で
４
億
７
千
百
万
円
の
赤
字
を

町
長
や
職
員
の
給
与
削
減
な
ど

で
回
避

町
の
財
政
は
長
期
的
な
景
気
の
低

迷
な
ど
に
よ
っ
て
、
町
税
収
入
の
減

少
や
〈
国
の
三
位
一
体
の
改
革
〉
に

よ
る
地
方
交
付
税
の
削
減
が
見
込
ま

れ
る
な
ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

そ
の
た
め
、
財
源
不
足
の
解
消
や
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

目
指
し
て
、
平
成
17
年
度
を
起
点
と
し

平
成
21
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
長
南
町

行
財
政
改
革
『
集
中
改
革
プ
ラ
ン
』
と

位
置
付
け
改
革
を
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
『
集
中
改
革
プ
ラ
ン
』
は
、

町
民
代
表
の
「
行
政
改
革
推
進
委
員

会
」
に
検
討
を
お
願
い
し
、
昨
年
８

月
か
ら
４
回
に
わ
た
り
慎
重
な
協
議

が
重
ね
ら
れ
２
月
27
日
、
町
に
意
見

を
申
し
立
て
る
建
議
書
と
併
せ
て
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

財
政
推
計
で
は
、
現
状
の
ま
ま
で

町
政
運
営
を
続
け
た
場
合
、
平
成
20

年
度
に
町
の
貯
金
を
ほ
ぼ
全
て
使
い

果
た
し
、
約
４
億
７
千
百
万
円
の
赤

字
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
特
別
職
や
一
般
職
員
の
給

与
の
減
額
を
は
じ
め
行
財
政
改
革
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
平
成
21
年
度
の

歳
入
・
歳
出
の
差
引
額
は
、
７
千
万

円
の
黒
字
会
計
を
予
測
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
後
の
社
会
経
済
情
勢
や

町
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
を
的
確
に

と
ら
え
な
が
ら
、
随
時
、
見
直
し
を

行
い
、
追
加
や
修
正
な
ど
柔
軟
な
対

応
を
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
危
機
的
な
財
政
状
況
に
対
応
し
、
収
入
に
見

合
っ
た
支
出
を
す
る
た
め
、
第
３
次
長
南
町
行
財

政
改
革
大
綱
と
第
３
次
長
南
町
行
財
政
改
革
『
集

中
改
革
プ
ラ
ン
』（
５
カ
年
計
画
）
を
策
定
。

こ
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
国
の
新
指
針
に
基
づ

き
、
新
た
な
実
施
計
画
書
を
策
定
し
、
職
員
な
ど

の
給
与
費
の
削
減
な
ど
を
中
心
と
し
た
『
５
本

の
柱
』
を
定
め
て
、
行
財
政
改
革
を
し
ま
す
。

検討した結果の集中改革プランを町長に
手渡す佐久間恭一行政改革推進委員長
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このグラフは単年度の実質的な歳入と歳出の差額を表しています（歳入に前年度
繰越金は含みます）。 
現状ベースとは、行財政改革などの改革を実施しなかった場合に、想定される歳
入と歳出額です。  
改革ベースとは、集中改革プランを実施した場合に想定される歳入と歳出額です
（基本構想、基本計画などの主要なものを反映しています）。　　 

30

35

40

45

50

歳出（現状ベース） 

歳出（改革ベース） 

歳入（現状ベース） 

歳入（改革ベース） 

平成21年度 平成20年度 平成19年度 平成18年度 平成17年度 

億円 

79万3千円削減（５年間累計）

使用料・手数料の適正化　　　　
・使用料や手数料は社会情勢に照らし、原価計算や受
益者負担の原則に基づき適正な料金にする。
町税などの徴収率の向上　　　　
・管理職職員全体で徴収体制の強化や充実を今後も図る。
・滞納整理の強化（早期督促、納税相談強化、口座振
替制度の定着化・普及促進）。
南部開発公社、ガス事業などの経営健全化　　　
・財政収支見通し計画（中期経営健全計画）を立て、
進行管理に努める。

・特に南部開発公社は、法的な整理を含めて抜本的な
見直しを早急に行う。

（単位：千円）

平成２１年度平成２０年度平成１９年度平成１８年度平成１７年度年　度

▲ 20,2499,7519,7511,5400削減目標額

町民負担の公平化

222万4千円削減（５年間累計）

地域協働の検討・推進　　　　
・『協働』は地域の力であり、その発生した原動力や
活動内容を支援する。引き続き環境美化運動、交通
安全運動、防犯活動など、地域の自主活動の強化や
促進に努める。

（単位：千円）

平成２１年度平成２０年度平成１９年度平成１８年度平成１７年度年　度

5565565565560削減目標額

住民との協働

483万5千円削減（５年間累計）

外部委託の見直し　　　　
・外部委託できるものを検討し、推進する。
外郭団体など関与の見直し　　　
・町からの職員派遣を見直す。外郭団体の嘱託職員を
活用し、人件費の有効活用を図る。
電子自治体の推進　　　　
・情報セキュリティの確保に留意し、行政手続のオン
ライン化を推進する。

・公的個人認証サービスや総合行政ネットワーク（Ｌ
ＧＷＡＮ）など、電子自治体の推進を図る。
指定管理者制度の検討　　　
・公の施設管理に民間活力を導入し、住民サービスの
向上や経費の節減を図る。町の地域性や導入時期を
検討する。

（単位：千円）

平成２１年度平成２０年度平成１９年度平成１８年度平成１７年度年　度

4,6466363630削減目標額

公共サービスの見直し
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【集中改革プラン】

・議員の定数を18人から16人に削減（平成19年

４月の選挙から）し、費用弁償を当分の間支

給しない。

・町長など４役の給料月額を最大11％

削減し、期末手当は、0.7月分削減。

・ボーナス時に役職に応じて加算して

支払われる、役職加算割合を20％削

減。

・一般職員の給料月額を最大３％削減

し、期末手当は、0.7月分削減。

・ボーナス時に係長以上の役職に応じ

て加算して支払われる、役職加算割

合を20％削減。

・管理職手当を１％引き下げ。

・地域手当（調整手当）は当分の間支

給しない。

・職員数166人をこの５年間で約６％

削減。平成22年度までに職員を10人

削減。

＊退職者と採用者の増減数には、平成

17年度分は含まない。

（単位：千円）

平成２１年度平成２０年度平成１９年度平成１８年度平成１７年度年　度

47,75239,75284,326123,7879,837削減目標額

給与の削減など 　 　3億545万4千円削減（５年間累計）

補助費（補助金、負担金）の見直し
・各種団体などの補助費を見直す。

・原則、自己負担となる扶助費を見直す。

事務事業の重点配分
・実施する事務事業の選択や配分をするときは、有効

性や効率性、優先性を検証する。

・事務事業を行うときは、緊急性や必要性、公平性を

再度検証する。

（単位：千円）

平成２１年度平成２０年度平成１９年度平成１８年度平成１７年度年　度

143,93395,37878,18799,74428,681削減目標額

サービスとコストの最適化 　 　4億4,592万3千円削減（５年間累計）

期末手当等を含め
た年間平均削減率

年間平均
給料削減額

給料月額の
削減率

給料月額
（削減後）

給料月額
（現行）

職　級

12.3％1,823,775 円１１％698,000 円788,000 円町　長

10.2％1,252,208 円８％588,000 円639,000 円助　役

9.7％1,133,068 円７％565,000 円608,000 円収入役

9.1％1,010,354 円６％542,000 円577,000 円教育長

10.4％平　均

増減数平成２２年度
（第５年度）

平成２１年度
（第４年度）

平成２０年度
（第３年度）

平成１９年度
（第２年度）

平成１８年度
（第１年度）

平成１７年度
（４月職員数）

区　分

▲ 10156158161163165166定員目標値

20443363退職者数

10211151採用者数

▲ 10156158161163165－合　　計

期末手当等を含め
た年間平均削減率

年間平均
給料削減額

給料月額
の削減率

職　名職 級

9.4％860,000 円
３％

課　長７ 級

9.3％710,000 円補　佐６ 級

7.6％550,000 円

２％

主　査５ 級

7.5％460,000 円係　長４ 級

7.3％350,000 円副主査・主任主事３ 級

7.0％250,000 円
１％

主　事２ 級

6.0％200,000 円主事補１ 級

7.5％平　均

普通建設事業の見直し　　　　
・道路建設などの普通建設事業は、緊急性を重視して

実施し、事業規模全体を縮小する。

・改革期間中は、事業の休止や凍結も視野に入れる。

特別会計繰出金の抑制　　　　
・特別会計は独自収入の確保に努める。

・一般会計から特別会計への繰出金を抑える。

公債費の長期的な抑制　　　　
・計画的に事業を行い、借金（公債費）を抑える。

町有財産の売却、有効活用　　　
・公有地の有効活用を継続的に検討する。

・集団の土地は、民間会社の手法も取り入れる。

常勤特別職の給料月額の削減

一般職の給料月額の削減

定員適正化計画 （単位：人）
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町民皆さんに行財政運営の理解と協力を得ながら財
政の健全化を推進していくために、他団体との比較可
能な指標と町の財政状況を比べました。
これによって、財政運営上の課題をより明確にし、

財政構造の改善に反映させていきます。
この比較表は、総務省が作成した様式に基づき、分

析を加え作成しました。

＊類似団体とは、人口や産業構造などによって、全国の
市町村を88のグループに分類した結果、当該団体と同
じグループに属する団体をいいます。
順位は103類似団体中、長南町の順位です。

－人口や産業構造などによる類似団体との財政比較－

町の財政は
他の団体に比べてどうなのかな？

町の財政は
他の団体に比べてどうなのかな？

40以下 

60

80

100

120

140以上 
財
政
構
造
の
弾
力
性 

公
債
費
負
担
の
健
全
度 

定員管理 
の適正度 

給
与
水
準
の
適
正
度 

　
　
（
国
と
の
比
較
） 

将
来
負
担
の
健
全
度 

財政力 
類似団体 
平均 

長南町 
＊類似団体平均を100とした 
　ときの比率で表示 

人　　口 10,300人
面　　積 65.38 k㎡
歳入総額 52億9,494万3千円
歳出総額 50億5,273万7千円
実質収支 2億2,330万6千円

（平成17年3月31日現在）

分
析
か
ら

言
え
る
こ
と

財
政
力
指
数
は
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
力
を
示
す
指
数
で
、
標
準
的
な
行

政
活
動
に
必
要
な
財
源
を
ど
れ
く
ら
い

自
力
で
調
達
で
き
る
か
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
指
数
が
高
い
ほ
ど
財
源
に
余

裕
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

町
は
、
類
似
団
体
平
均
値
０．
４
７

を
上
回
る
０．
５
７
を
示
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
管
理
職
を
中
心
と
し

た
全
庁
体
制
に
よ
る
税
徴
収
率
向
上
へ

の
取
り
組
み
や
大
口
滞
納
の
整
理
に
よ

っ
て
、
財
源
の
確
保
が
図
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。
今
後
も
定
員
管
理
や
給

与
の
適
正
化
な
ど
、
歳
出
削
減
に
取
り

組
み
つ
つ
歳
入
を
確
保
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
は
、
税
金
な
ど
の
一

般
財
源
を
人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費

な
ど
、
毎
年
度
、
経
常
的
に
支
出
す
る

経
費
に
ど
れ
く
ら
い
充
て
ら
れ
て
い
る

か
を
み
る
も
の
で
す
。
こ
の
比
率
が
高

く
な
る
ほ
ど
、
公
共
施
設
の
整
備
な
ど

投
資
的
な
経
費
に
充
当
す
る
財
源
の
余

0.00

0.50 0.57

1.00

1.50

2.00

2.50

類似団体最小値 

類似団体内平均値 

類似団体内最大値 

長南町の比率 

全国市町村平均 0.47　千葉県市町村平均 0.66

財政力 
財政力指数 0.57 28位 28位 

1.79

0.47

0.15

86.5

全国市町村平均 90.5％　千葉県市町村平均 91.4％ 

財政構造の弾力性 
経常収支比率 86.5％ 2828位 28位 

57.7

90.7

113.5

（％） 

140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

△10.0

7.5

全国市町村平均 11.2％　千葉県市町村平均 10.6％ 

公債費負担の健全度 
起債制限比率 7.5％ 2828位 28位 

1.4

9.2

24.7

（％） 

本
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裕
が
少
な
く
な
り
、
財
政
運
営
が
厳
し

く
な
り
ま
す
。

わ
か
り
や
す
く
言
う
と
、
毎
月
の
給
料

が
ど
の
く
ら
い
食
費
や
光
熱
水
費
、
電
話

料
な
ど
の
毎
月
決
ま
っ
た
支
出
に
使
わ
れ

て
い
る
か
を
割
合
で
表
し
た
も
の
で
す
。

経
常
収
支
比
率
が
１
０
０
％
だ
と
、
給
料

す
べ
て
が
決
ま
っ
た
も
の
に
支
出
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
の
経
常
収
支
比
率
（
86．

５
％
）

は
、類
似
団
体
平
均
値（
90．

７
％
）

と
比
べ
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
悪
化
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
行
財
政
改
革
を
強
力
に

推
し
進
め
、
給
与
の
縮
減
や
定
員
管
理
に

も
努
め
、
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
を

削
減
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

起
債
制
限
比
率
は
、
標
準
的
な
財
政

規
模
に
対
す
る
公
債
費
の
占
め
る
比
率

の
過
去
３
カ
年
間
の
平
均
を
い
い
ま
す
。

20
％
以
上
の
団
体
は
地
方
債
の
許
可
が

一
部
制
限
さ
れ
、
30
％
以
上
の
団
体
は
、

さ
ら
に
そ
の
度
合
い
が
高
ま
り
ま
す
。

成
18
年
度
か
ら
平
成
19
年
度
に

長
南
中
学
校
校
舎
と
体
育
館
の

建
て
替
え
の
た
め
、
普
通
建
設
事
業
の

圧
縮
（
５
年
間
で
12．

１
％
）
を
図
っ

て
き
た
こ
と
で
類
似
団
体
平
均
を
下
回

る
７．
５
％
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
緊
急
度
や
重
要
度
を
考
慮

し
、
起
債
に
大
き
く
頼
る
こ
と
の
な
い

財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

人
口
１
人
当
た
り
地
方
債
現
在
高

は
、
平
成
17
年
３
月
31
日
現
在
の
住
民

基
本
台
帳
人
口
１
人
当
た
り
の
地
方
債

の
現
在
高
で
す
。

年
大
規
模
事
業
が
少
な
か
っ
た
た

め
、
類
似
団
体
平
均
を
下
回
る

３
８
４，
０
７
０
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
長

南
中
学
校
校
舎
な
ど
の
改
築
事
業
の
た
め
、

新
規
の
地
方
債
発
行
（
６
億
１，
２
０
０
万

円
）
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
他
の

事
業
を
控
え
、
類
似
団
体
を
上
回
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
努
め
ま
す
。

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
、
地
方
公

共
団
体
の
職
員
構
成
（
学
歴
別
や
経
験

年
数
別
構
成
）
が
国
と
同
じ
と
仮
定
し
、

平
均
給
与
を
求
め
、
国
の
平
均
給
与
額

を
１
０
０
と
し
た
と
き
の
指
数
で
す
。

ま
で
の
給
与
削
減
で
管
理
職
手

当
の
カ
ッ
ト
（
課
長
職
10
％
を

８
％
に
、
補
佐
職
８
％
を
４
％
に
）
な

ど
に
よ
り
、
類
似
団
体
で
中
位
グ
ル
ー

プ
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
給
与

の
縮
減
に
努
め
、
第
３
次
行
財
政
改
革

『
集
中
改
革
プ
ラ
ン
』（
５
カ
年
計
画
）

に
基
づ
き
、
現
行
支
給
し
て
い
る
管
理

職
手
当
の
１
％
カ
ッ
ト
、
職
員
の
給
与

本
給
月
額
の
カ
ッ
ト
（
１
％
〜
３
％
）、

期
末
手
当
０．
７
月
分
カ
ッ
ト
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

人
口
１，
０
０
０
人
当
た
り
職
員
数

は
、
平
成
17
年
３
月
31
日
現
在
の
住
民

基
本
台
帳
人
口
１，
０
０
０
人
当
た
り
の

職
員
数
（
職
員
数
は
、
平
成
17
年
４
月

１
日
現
在
）
で
す
。

２
次
定
員
適
正
化
計
画
（
平
成

14
年
度
〜
18
年
度
）
で
は
、
平

成
17
年
４
月
１
日
現
在
の
適
正
化
職
員

数
１
６
７
人
に
対
し
て
、
１
６
６
人
と

目
標
職
員
数
を
１
人
下
回
っ
て
い
ま
す

が
、
類
似
団
体
と
比
較
す
る
と
多
く
削

減
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
に

伴
い
、
第
３
次
定
員
適
正
化
計
画
（
平

成
18
年
度
〜
22
年
度
）
を
策
定
し
た
の

で
、
勧
奨
退
職
や
早
期
退
職
に
よ
る
定

員
適
正
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

0

50万 

100万 

150万 

200万 
全国市町村平均 466,109円　千葉県市町村平均 332,957円 

将来負担の健全度 
人口１人当たりの 

地方債現在高 384,070円 31位 31位 

82,234

481,675

384,070

1,422,740

（円） 

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

92.2

全国市平均 97.6　全国町村平均 93.7

給与水準の適正度 
（国との比較） 

ラスパレイス指数 92.24141位 41位 

80.6

93.1

103.2

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

13.98

全国市町村平均 8.12人　千葉県市町村平均 7.70人 

定員管理の適正度 
人口1,000人当たりの 
職員数 13.98人 8686位 86位 

5.33

10.48

21.54

（人） 

本平

近今

第
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退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

収
入
役
と
教
育
長
が
3
月
31
日
で
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

再
任
の
ご
あ
い
さ
つ

3
月
27
日
の
臨
時
議
会
で
、
助
役
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

前
収
入
役
　
半
澤

平
一
郎
あ

春
暖
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
は
三
月
三
十
一
日
を
も
ち
ま
し
て
任
期
満
了
に
よ

り
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
在
任
中
町
議
会
を
は
じ
め
町
民
の
皆

様
か
ら
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
と
ご
支
援
に
対
し
深
く
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

平
成
十
年
に
収
入
役
を
拝
命
し
二
期
八
年
を
経
過
し
ま
し
た

が
、
こ
の
間
、
行
政
は
引
き
続
く
経
済
の
低
迷
な
ど
厳
し
い
環

境
が
続
い
て
お
り
、
町
と
し
て
も
行
財
政
改
革
を
実
施
し
そ
の

改
善
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
金
融
機
関
に
対
す
る
ペ
イ

オ
フ
解
禁
は
公
金
を
預
か
る
者
と
し
て
は
大
変
お
お
き
な
問
題

で
あ
り
ま
し
た
が
そ
の
対
応
を
は
じ
め
、
役
職
員
の
ご
支
援
ご

協
力
を
頂
き
大
過
な
く
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
一
町
民
と
し
て
地
域
発
展
の
た
め
微
力
を
尽
く
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
長
南
町
が
町
民
に

と
っ
て
本
当
に
住
み
よ
い
地
域
と
し
て
発
展
し
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
あ
げ
ま
し
て
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

助
　
役
　
星
野

昭
栄
あ

こ
の
た
び
、
議
会
の
ご
同
意
を
い
た
だ
き
四
月
一
日

付
け
で
再
度
助
役
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
に

思
う
と
同
時
に
、
職
責
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

本
町
も
現
在
の
社
会
経
済
情
勢
と
少
子
高
齢
化
の
波

の
中
で
、
少
子
化
対
策
、
人
口
増
対
策
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
、
合
併
問
題
、
財
源
確
保
な
ど
を
含
め
、
多
事

多
難
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
十
七
年
度
に
行
財
政
集
中
改
革

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
ま
た
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
計

画
的
な
行
財
政
運
営
を
進
め
、
町
民
の
方
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
役
場
と
な
る
よ

う
、
町
長
の
補
佐
役
と
し
て
微
力
を
傾
注
す
る
所
存
で

す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申

し
あ
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

前
教
育
長
　
江
澤

一
夫
あ

春
暖
の
好
季
節
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま

す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
儀
、
三
月
三
十
一
日
を
も
ち
ま
し
て
、
一
身
上

の
都
合
の
た
め
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
日
、
教
育
改
革
の
必
要
性
が
し
き
り
に
論
じ
ら
れ
、
教

育
行
政
に
委
ね
ら
れ
た
課
題
が
多
い
中
で
、
心
豊
か
な
日
々

を
送
り
、
曲
が
り
な
り
に
も
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
し
た

の
も
偏
に
町
議
会
を
始
め
、
町
民
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
く
だ

さ
い
ま
し
た
暖
か
い
ご
厚
情
と
ご
支
援
の
賜
と
衷
心
よ
り
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
後
は
、
地
域
の
一
住
民
と
し
て
少
し

で
も
役
立
つ
よ
う
有
意
義
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご

懇
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
臨
み
、
長
南
町
並
び
に
町

行
政
の
限
り
な
い
発
展
と
町
民
皆
様
の

一
層
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

あ
げ
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

課　
　
　

名

総
務
課

蕁
4
6
〜
2
1
1
1

課 
長 
等

松
野
唱
平

課
長
補
佐
等

田
邉
功
一

副
主
幹

山
本
君
子

田
中
英
司

係　
　

名

行

政

係

庶

務

係

主　
　

査

松
坂
和
俊

係
長
・
主
査
補

田
中
英
司
（
兼
）

松
坂
和
俊
（
兼
）

石
井
久
夫

江
澤
猛
俊

副
主
査

河
野　

勉

臼
井
宏
美

係

江
澤
卓
哉

佐
久
間
直
毅

篠
田　

修

渡
邉
成
就

古
山
宏
美

主　
　

な　
　

業　
　

務　
　

内　
　

容

人
事
、
行
財
政
改
革
、
情
報
公
開
、
防
災
、
消
防
他

文
書
管
理
、
交
通
安
全
、
自
衛
隊
、
叙
勲
、
町
長
へ
の

手
紙
他

町 　
 
長　
　

藤　
 
見 　

昌 　

弘

助 　
 
役　

星 　

野 　

昭 　

栄

職　

員　

の　

配　

置

　

４
月
１
日
付
け
で
町
職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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課　
　
　

名

企
画
財
政
課

蕁
4
6
〜
2
1
1
2

　

企
画
政
策
係

　

広
報
統
計
係

　

蕁
4
6
〜
２
１
１
３

税
務
課

蕁
4
6
〜
2
1
1
８

住
民
課

蕁
4
6
〜
2
1
1
9

保
健
福
祉
課

蕁
4
6
〜
2
1
1
6

　

健
康
管
理
室

　

蕁
4
6
〜
1
3
9
0

　

蕁
4
6
〜
３
３
９
２

生
活
環
境
課
長

蕁
4
6
〜
２
１
１
４

　

集
落
排
水
係

　

蕁
4
6
〜
３
３
９
５

　

笠
森
霊
園
管
理
事
務
所

　

蕁
4
6
〜
2
1
1
5

産
業
振
興
課

蕁
4
6
〜
3
3
9
7

　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

蕁
4
6
〜
1
3
3
6

建
設
課

蕁
4
6
〜
3
3
9
4

　

都
市
計
画
係

　

蕁
4
6
〜
３
３
９
３

ガ
ス
課

蕁
4
6
〜
3
4
0
1

夜
間

蕁
4
6
〜
1
6
7
5

課 
長 
等

西
野
秀
樹

岩
闢
保
夫

大
森
和
夫

石
井
正
則

鈴
木
幸
男

笠
森
霊
園
管
理
事
務
所
長

鈴
木
幸
男
（
兼
）

金
坂
宣
明

主
幹

川
嵜
正
治
（
兼
）

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
所
長

金
坂
宣
明
（
兼
）

白
井
和
一

麻
生
由
雄

課
長
補
佐
等

副
主
幹

荒
井
清
志

常
泉
秀
雄

工
事
検
査
担
当
副
主
幹

今
井
恒
夫

副
主
幹

唐
鎌
幸
雄

墨
田
好
美

野
口
喜
正

健
康
管
理
室
長

中
村
の
ぶ
子

永
野
廣
文

御
園
生　

明

副
主
幹

大
木　

光

白
ガ
ス
管
対
策

担
当
副
主
幹

長
嶌
重
信

係　
　

名

企
画
政
策
係

財

政

係

管

財

係

広
報
統
計
係

特
命
担
当

課

税

係

収

税

係

戸
籍
住
民
係

国
保
年
金
係

福

祉

係

介
護
保
険
係

健
康
管
理
係

環
境
保
全
係

集
落
排
水
係

総

務

係

農

政

係

農
林
整
備
係

商
工
観
光
係

建

設

係

管
理
維
持
係

都
市
計
画
係

特
命
担
当

経
理
営
業
係

工

務

係

供
給
保
安
係

ガ
ス
主
任
技
術
者

主　
　

査

松
野
武
久

深
山　

等

浅
生
博
之

大
塚
孝
一

古
市
行
男

岩
闢
利
之

中
村
義
貞

湯
原
健
司

齊
藤　

清

吉
井
義
弥

渡
邊
一
幸

加
藤
喜
男

係
長
・
主
査
補

荒
井
清
志
（
兼
）

常
泉
秀
雄
（
兼
）

松
野
武
久
（
兼
）

仁
茂
田
宏
子

浅
生
博
之
（
兼
）

大
塚
孝
一
（
兼
）

古
市
行
男
（
兼
）

有
家
の
り
子

岩
闢
利
之
（
兼
）

中
村
義
貞
（
兼
）

川
野
博
文

中
村
の
ぶ
子
（
兼
）

湯
原
健
司
（
兼
）

鈴
木
隆
生

斉
藤
昇
正

三
十
尾
成
弘

土
橋
博
美

土
橋
博
美
（
兼
）

唐
鎌
伸
康

齊
藤 
清
（
兼
）

吉
井
義
弥
（
兼
）

渡
邊
一
幸
（
兼
）

渡
邊
一
幸
（
兼
）

齊
藤
文
雄

副
主
査

長
谷
英
樹

金
坂
陽
子

石
井　

博

松
野
重
子

御
園
生
日
向
子

関
本
秀
子
（
兼
）

牧
野
和
良

係

金
坂
美
智
子

杉
闢
武
人

加
納
光
輝

白
鳥
里
香

松
闢
文
昭

矢
代
美
智
子

渡
邉
哲
也

長
島
明
子

及
川
大
輔

東
間
勝
広

藤
平
大
樹

浦
邉
由
美
絵

糸
井
信
之

三
上
達
也

金
坂
ゆ
か
り

今
井
隆
幸

荒
井
和
紀

本
吉
啓
二

大
坪
良
子
（
嘱
託
）

小
関　

道

石
井
雄
士

関　

陽
介

花
闢
由
美
子

御
園
生
憲
利

小
澤
元
晴

池
澤
竜
二

鈴
木
日
出
男
（
嘱
託
）　

山
本　

勲
（
嘱
託
）　

手
嶋
俊
雅

横
山
佳
代
子

吉
野
陽
子

井
龍
美
香

藤
江
さ
な
え

吉
野
紀
夫

今
井
幸
子
（
嘱
託
）

篠
闢
明
人

宮
闢
雅
也

阿
部
美
晴

大
塚
教
江

片
岡　

勤

鈴
木
直
幸

小
島
真
由
美

鈴
木
裕
子

主　
　

な　
　

業　
　

務　
　

内　
　

容

政
策
方
針
、
総
合
計
画
他

財
政
、
予
算
関
係
、
財
政
状
況
の
公
表
他

公
共
事
業
発
注
、
入
札
・
契
約
の
実
施
、
登
記
他

広
報
ち
ょ
う
な
ん
、
統
計
関
係
他

巡
回
バ
ス
、
ふ
る
さ
と
公
園
事
業
他

町
県
民
税
な
ど
の
賦
課
、
申
告
・
証
明
書
の
発
行
他

町
税
な
ど
の
徴
収
、
口
座
振
替
他

戸
籍
、
住
民
登
録
、
印
鑑
登
録
、
埋
火
葬
許
可
他

国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
国
民
年
金
他

老
人
な
ど
の
福
祉
、
生
活
保
護
、
身
体
障
害
者
他

介
護
保
険
制
度
他

基
本
健
康
審
査
、
各
種
検
診
、
母
子
保
健
、
予
防
接
種
他

ご
み
、
畜
犬
、
合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
他

農
業
集
落
排
水
事
業
他

笠
森
霊
園
関
係
業
務
他

農
政
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
、
営
農
組
合
の
育
成
他

土
地
改
良
事
業
、
林
業
、
農
村
環
境
整
備
他

商
工
業
振
興
、
消
費
者
行
政
、
観
光
他

道
路
･
橋
梁
・
河
川
整
備
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
他

道
路
管
理
維
持
、
法
定
外
公
共
物
、
町
営
住
宅
他

建
築
基
準
、
開
発
他

幹
線
道
路
関
係
事
業
他

検
針
・
料
金
の
賦
課
徴
収
他

ガ
ス
の
使
用
申
込
関
係
他

本
支
管
工
事
の
設
計
、
管
理
他

白
ガ
ス
管
の
敷
設
換
え
他
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課　
　
　

名

収
入
役
室

蕁
4
6
〜
2
1
1
7

議
会
事
務
局

蕁
4
6
〜
3
3
9
0

農
業
委
員
会
事
務
局

蕁
4
6
〜
3
3
9
6

学
校
教
育
課

蕁
4
6
〜
3
3
9
8

幼
児
セ
ン
タ
ー

　

幼
稚
園

　

蕁
4
6
〜
2
8
5
2

　

蕁
4
6
〜
2
8
5
9

　

保
育
所

　

蕁
4
6
〜
0
9
2
8

　

蕁
4
6
〜
0
9
3
4

社
会
教
育
課

蕁
4
6
〜
1
1
9
4

中
央
公
民
館

蕁
4
6
〜
1
1
9
4

資
料
館

蕁
4
6
〜
1
1
9
4

海
洋
セ
ン
タ
ー

蕁
4
6
〜
2
8
6
0

蕁
4
6
〜
2
5
3
4

課 
長 
等

収
入
役
室
長

西
野
秀
樹
（
兼
）

江
澤
良
美

川
嵜
正
治

次
長

奥
田
義
彦

石
橋
弘
道

石
井
正
則
（
兼
）

磯
野
治
夫

磯
野
治
夫
（
兼
）

磯
野
治
夫
（
兼
）

磯
野
治
夫
（
兼
）

課
長
補
佐
等

室
長
補
佐

須
田
豊
子

湊　

博
文

幼
稚
園
長

日
下
義
子

保
育
所
長

木
島
千
里

副
主
幹

江
澤
秀
之

町
史
編
纂
室
長

江
澤
秀
之
（
兼
）

小
高　

勇

係　
　

名

出
納
係

総

務

係

総

務

係

学
校
教
育
係

社
会
教
育
係

文
化
振
興
係

社
会
体
育
係

主　
　

査

岩
闢　

彰

主
任
保
育
士

鈴
木
幸
子

中
村
と
し
え

係
長
・
主
査
補

須
田
豊
子
（
兼
）

川
嵜
正
治
（
兼
）

岩
闢　

彰
（
兼
）

高
徳
一
博

佐
藤
秀
男

鈴
木
三
重
子

並
木
章
子

片
岡
み
よ
子

鈴
木
俊
江

内
田
富
貴
子

木
島
美
恵
子

齊
藤
恵
津
子

大
杉
初
子

中
村
と
し
え
（
兼
）

社
会
教
育
係
兼
務

文
化
振
興
係
兼
務

小
高　

勇
（
兼
）

白
井
利
一

副
主
査

関
本
秀
子

今
井
貴
美
代

清
水
美
保

比
留
間
久
子

風
間
俊
人

係

牧
野
千
栄
子

山
本
和
人

篠
闢
明
人
（
兼
）

前
澤
美
紀

吉
野
豊
子
（
長
南
小
）

片
岡
計
江
（
東
小
）

江
澤
と
き
子
（
長
南
中
）

大
倉
弘
子

西
郡
朝
子

鈴
木　

弘

宮
崎
美
与
子

小
倉
秀
一

渡
邉
成
就
（
兼
）

金
澤
知
子

荒
井
ひ
ろ
み

山
口
重
之

石
田　

佳

江
澤
て
み
子
（
豊
栄
小
）

東
條
貴
栄
子
（
西
小
）

岡
本
房
枝

速
水
実
穂

主　
　

な　
　

業　
　

務　
　

内　
　

容

町
費
の
出
納
、
現
金
･
財
産
の
管
理
、
決
算
の
調
整
に
関
す
る
こ
と

他議
会
事
務
全
般

農
地
開
発
申
請
、
農
地
転
用
他

教
育
委
員
会
の
会
議
、
学
校
施
設
の
管
理
維
持
他

学
校
区
域
の
設
置
、
教
育
統
計
他

幼
稚
園
業
務
他

保
育
所
業
務
他

生
涯
学
習
、
青
少
年
教
育
、
社
会
教
育
施
設
に
関
す
る
こ
と
他

文
化
団
体
の
育
成
、
文
化
財
の
保
護
、
郷
土
資
料
館
に
関
す
る
こ
と

他社
会
体
育
の
普
及
他
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長
南
小
学
校

教
　
諭
　
小
闍
　
幸
子

茂
原
市
立
西
小
学
校
へ

教
　
諭
　
岡
本
　
国
夫

茂
原
市
立
中
の
島
小
学
校
へ

事
務
長
　
内
山
　
栄
子

退
職

校
　
長
　
白
井
　
秀
幸

白
子
町
立
関
小
学
校
か
ら

教
　
諭
　
中
舘
　
玲
子

茂
原
市
立
豊
田
小
学
校
か
ら

事
務
長
　
河
野
　
悦
子

茂
原
市
立
東
中
学
校
か
ら
　

豊
栄
小
学
校

教
　
諭
　
江
澤
　
敬
子

茂
原
市
立
五
郷
小
学
校
へ

教
　
諭
　
佐
藤
　
憲
子

長
柄
町
立
日
吉
小
学
校
へ

教
　
諭
　
山
口
　
　
晋

茂
原
市
立
茂
原
中
学
校
へ

教
　
諭
　
林
　
由
利
子

い
す
み
市
立
東
小
学
校
か
ら

教
　
諭
　
今
村
　
篤
教

茂
原
市
立
東
部
小
学
校
か
ら

―
教
職
員
の
異
動
―

４
月
１
日
付
け
で
、
教
職
員
の
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

教
　
諭
　
只
野
　
美
和

新
規
採
用

東
小
学
校

校
　
長
　
加
藤
　
士
郎

長
柄
町
立
長
柄
小
学
校
へ

教
　
諭
　
今
関
　
玉
江

茂
原
市
立
東
部
小
学
校
へ

校
　
長
　
佐
藤
　
秀
文

茂
原
市
立
緑
ヶ
丘
小
学
校
か
ら

西
小
学
校

養
護
教
諭

冨
塚
都
仁
子

千
葉
市
立
学
校
へ

養
護
教
諭

新
井
　
里
子

長
柄
町
立
水
上
小
学
校
か
ら

教
　
諭
　
森
田
　
圭
一

新
規
採
用

長
南
中
学
校

校
　
長
　
武
藤
　
良
一

茂
原
市
立
緑
ヶ
丘
小
学
校
へ

教
　
諭
　
高
山
　
悌
子

退
職

教
　
諭
　
三
橋
　
則
夫

茂
原
市
立
東
中
学
校
へ

教
　
諭
　
市
川
　
　
透

県
立
長
生
高
等
学
校
へ

教
　
諭
　
山
中
　
浩
一

行
政
へ

教
　
諭
　
山
口
　
　
晃

茂
原
市
立
早
野
中
学
校
へ

教
　
諭
　
渡
辺
　
大
介

茂
原
市
立
冨
士
見
中
学
校
へ

教
　
諭
　
酒
井
　
　
靖

大
網
白
里
町
立
季
美
の
森
小
へ

校
　
長
　
岩
闢
　
正
方

睦
沢
町
立
土
睦
小
学
校
か
ら

教
　
諭
　
鈴
木
　
晶
蔵

長
柄
町
立
長
柄
中
学
校
か
ら

教
　
諭
　
川
崎
　
雅
代

茂
原
市
立
冨
士
見
中
学
校
か
ら

教
　
諭
　
細
谷
　
武
男

国
立
妙
高
少
年
自
然
の
家
か
ら

教
　
諭
　
狩
野
　
久
志

茂
原
市
立
南
中
学
校
か
ら

教
　
諭
　
笹
川
　
　
剛

茂
原
市
立
東
中
学
校
か
ら
　

教
　
諭
　
小
森
園
弘
幸

新
規
採
用

教
　
諭
　
鬼
山
　
静
恵

新
規
採
用

教
育
委
員
会

主
　
幹
　
酒
井
　
政
則

睦
沢
町
教
育
委
員
会
へ

課　
　
　

名

給
食
所

蕁
4
6
〜
0
5
3
1

長
生
郡
南
部
開
発
公
社

蕁
4
6
〜
2
1
1
3

社
会
福
祉
法
人

長
南
町
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
局

蕁
4
6
〜
3
3
9
1

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
へ
派
遣

茂
原
市
へ
派
遣

長
柄
町
へ
派
遣

育
児
休
業

特
別
職
・
町
職
員
と
し
て
町
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
次
の
方
々
が
、
退
職
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

半
澤
平
一
郎
（
収
入
役
）　　

江
澤
一
夫
（
教
育
長
）　　

岩
瀬
兼
秀　
　

吉
田
稲
夫　
　

酒
井
政
則　
　

佐
久
間
純
子　
　

志
関
さ
ち
こ　
　

土
橋
道
子　
　

林　

弥
生

課 
長 
等

西
野
秀
樹
（
兼
）

江
澤　

眞

課
長
補
佐
等

石
野　

弘

古
山
幹
雄
・
鈴
木
重
勝
・
今
関
裕
司
・
森　

由
光
・
片
海
沙
織
・
川
嶋
崇
寛

永
吉
佳
子

粒
良
和
史

緑
川
喜
久
代

係　
　

名

業

務

係

小
関
晴
美

主　
　

査

深
山　

等
（
兼
）

大
杉　

孝

係
長
・
主
査
補

佐
藤
秀
男
（
兼
）

副
主
査

学
校
栄
養
職
員

金
木
雅
子

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

係

鹿
間
と
よ

麻
生
英
雄

伊
藤
康
恵

松
闢
文
昭
（
兼
）

河
野
真
弓

田
中
洋
枝

諏
佐
顕
代

鶴
岡
順
子

齊
藤
美
加

村
杉
聡
美

池
田
敦
子

加
藤
ふ
さ
子

飯
塚
英
代

原　

順
子

本
芳
澄
子

陸
田
陽
子

白
井
み
つ
子

主　
　

な　
　

業　
　

務　
　

内　
　

容

小
中
学
校
に
お
け
る
学
校
給
食
業
務
他
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新
し
く
な
っ
た
介
護
保
険

介
護
予
防
で

は
つ
ら
つ
と
過
ご
そ
う

介
護
予
防
で

は
つ
ら
つ
と
過
ご
そ
う

地
域
の
方
々
で
高
齢
者
を
支
え
る
介
護
保
険
制
度
は
始
ま
っ
て
か
ら
６
年
が
経
過
し
、
利
用
者
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
か
ら
は
寝
た
き
り
な
ど
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
心
身
の
衰
え
を
予
防
し

た
り
、
回
復
を
促
し
た
り
す
る
た
め
に
介
護
予
防
を
重
視
す
る
制
度
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
問
題
点

こ
れ
ま
で
の
問
題
点 

こ
れ
ま
で
の
問
題
点 

新
し
い
制
度
で
は

新
し
い
制
度
で
は 

新
し
い
制
度
で
は 

「できること」を 
引き出すサービス 
その人の意欲や能力を引き出す、 
目標指向型のサービス提供 

心身機能を維持・改善し、 
できる限り自立した生活を 
目指す 

「できないこと」を 
補うサービス 
家事代行的な訪問介護や、 
安易な福祉用具の利用など 

心身機能が低下、 
要介護度が悪化する傾向も 

何らかの支援や介護が必要な人 

珈要介護認定区分の改正

現在の認定区分の「要支援」と「要介護１」を、『要支援１』

・『要支援２』・『要介護１』に細分化しました。

認　定　区　分

要介護５要介護４要介護３要介護２要介護１要支援現行
区分

要介護５要介護４要介護３要介護２要介護１要支援２要支援１改
正
区
分

要介護者要支援者

介護給付新予防給付

長南町は、平成１９年４月から新認定区分を実施する予定です。

『要支援１』と『要支援２』のサービス内容
その人の意欲や能力を引き出すための心身機能の維持と改善を
行い、できる限り自立した生活ができるような介護予防のサービ
スを提供します。
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玳介護保険料の段階設定の改正

介護保険は皆さんの保険料で成り立っています。

この４月からの保険料の改正は、所得の低い方に配慮した保険料段階に変わりました。

平成18年４月１日現在で65歳以上の方の介護保険料は、平成17年分の所得税申告の内容によって平成18年
度の保険料を決定します。また、平成19年度の介護保険料は平成18年分の所得税申告の内容によって決定し
ます。

＊税制改正に伴う所得段階区分の緩和措置は２年間とします。
＊65歳以上の方の介護保険料が確定するのは７月中旬ごろになりますので、本人宛にお知らせします。
＊40歳から64歳までの方の介護保険料は、各加入保険組合にお問い合わせください。

問い合わせ
保健福祉課（川野・藤平）蕁４６－２１１６

６５歳以上の方の介護保険料区分

対　　象　　者平成１８年度
からの区分対　　象　　者平成１７年度

までの区分
市町村民税世帯非課税で老齢
福祉年金受給者及び生活保護
者

第１段階
市町村民税世帯非課税で老齢
福祉年金受給者及び生活保護
者

第１段階

市町村民税世帯非課税で課税
年金収入額と合計所得金額の
合計が８０万円以下の方

第２段階

市町村民税世帯非課税第２段階
市町村民税世帯非課税で第２
段階以外の方第３段階

市町村民税本人非課税の方第４段階市町村民税本人非課税の方第３段階

市町村民税課税の方で合計所
得金額が２００万円未満の方第５段階市町村民税課税の方で合計所

得金額が２００万円未満の方第４段階

市町村民税課税の方で合計所
得金額が２００万円以上の方第６段階市町村民税課税の方で合計所

得金額が２００万円以上の方第５段階

改正後の保険料改正前の保険料
（平成１５～平成１７年度）区　　分　　

平成２０年度平成１９年度平成１８年度

21,600 円21,600 円21,600 円13,800 円第１段階

21,600 円21,600 円21,600 円20,700 円第２段階

32,400 円32,400 円32,400 円20,700 円第３段階

43,200 円43,200 円43,200 円27,600 円第４段階

35,800 円28,500 円税制改正により第１段階から第４段階になる方

35,800 円28,500 円税制改正により第２段階から第４段階になる方

39,300 円35,800 円税制改正により第３段階から第４段階になる方

54,000 円54,000 円54,000 円34,500 円第５段階

43,200 円32,400 円税制改正により第１段階から第５段階になる方

43,200 円32,400 円税制改正により第２段階から第５段階になる方

46,600 円39,300 円税制改正により第３段階から第５段階になる方

50,100 円46,600 円税制改正により第４段階から第５段階になる方

64,800 円64,800 円64,800 円41,400 円第６段階

【介護保険改正】
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卒
業
生

長
南
中
学
校
　
104
人

長
南
小
学
校
　
15
人

豊
栄
小
学
校
　
20
人

東
　
小
学
校
　
25
人

西
　
小
学
校
　
28
人

長
南
中
学
校
は
３
月
13
日
に
、
各

小
学
校
は
３
月
17
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ

卒
業
式
を
行
い
ま
し
た
。

自
信
と
誇
り
を
も
ち
　
希
望
の
道
へ

各
学
校
卒
業
式

頼
も
し
く
成
長

保
育
所
、
幼
稚
園
合
同
卒
園
式

保
護
者
に
抱
っ
こ
さ
れ
通
っ
て
い
た
姿

も
、
今
で
は
小
さ
な
子
が
転
ば
な
い
よ
う

に
と
手
を
つ
な
ぐ
、
優
し
く
て
面
倒
み
の

良
い
年
長
に
な
り
ま
し
た
。

３
月
24
日
（
金
）
の
保
育
所
と
幼
稚
園

の
合
同
卒
園
式
で
、
二
つ
下
の
子
に
エ
ス

コ
ー
ト
さ
れ
な
が
ら
入
場
す
る
姿
に
は
、

頼
も
し
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

卒
園
児

保
育
所
　
39
人

幼
稚
園
　
６
人
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給食の味 忘れない！
中学３年生最後の給食

小
学
校
に
入
学
し
て
以
来
、
給
食
を
９
年
間
食
べ
て
き

た
け
れ
ど
、
今
日
が
最
後
の
給
食
。

メ
ニ
ュ
ー
は
給
食
の
中
で
も
人
気
の
あ
る
、
鶏
の
唐
揚

げ
と
ワ
カ
メ
ご
飯
を
用
意
し
ま
し
た
。「
卒
業
し
て
も
長

南
町
の
給
食
の
味
を
忘
れ
な
い
で
ね
」
と
給
食
所
職
員
は
、

一
層
気
持
ち
を
込
め
な
が
ら
調
理
し
て
い
ま
し
た
。

町
内
の
小
学
生
と
の
交
流
や
サ
ッ
カ
ー
の
技

術
を
習
得
し
て
も
ら
お
う
と
、
サ
ッ
カ
ー
好
き

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
10
人
の
指
導
者
が
交
替
で
、

週
１
回
、
町
の
陸
上
競
技
場
で
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
月
18
日
（
土
）
と
19
日
（
日
）
に
は
、
柏

レ
イ
ソ
ル
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
の
コ
ー
チ
を
招

き
、
児
童
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
指
導
者
に
も
練
習
の
コ
ツ
を
伝
え
ま
し
た
。

い
い
ぞ
！
そ
の
調
子

ス
ポ
ー
ツ
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

歳
を
重
ね
る
と
、
人
と
会
っ

て
話
を
し
た
り
、
大
声
で
笑
っ

た
り
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
い
つ
ま
で
も
は
つ

ら
つ
と
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
各
地
区
の
社
会
福
祉
協
議

会
役
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
い

き
い
き
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

３
月
２
日
（
木
）
に
長
南
２

区
で
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
多
く
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
、
体
操
を
し
た
り
、

演
芸
で
笑
っ
た
り
し
て
過
ご
し

ま
し
た
。

帰
り
際
に
は
「
こ
ん
な
に
笑

っ
た
の
は
久
し
ぶ
り
で
す
。
次

回
も
来
ま
す
ね
」
と
、
に
こ
や

か
な
あ
い
さ
つ
が
交
わ
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

笑いと体操で、はつらつ
いきいきサロン

人気メニューの鶏の唐
揚げを調理する給食所
職員
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生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入
に
補
助

家
庭
用
生
ゴ
ミ
処
理
機
を
設
置

し
た
場
合
、
一
世
帯
当
り
１
回
限

り
に
つ
き
、
限
度
額
の
範
囲
内
で

購
入
価
格
の
半
額
を
補
助
し
ま
す

（
１
０
０
円
以
下
切
捨
）。

補
助
対
象
者

町
内
に
住
所
が
あ
る
方

補
助
金
の
限
度
額
（
半
額
補
助
）

コ
ン
ポ
ス
ト
　

１
基
２
５
０
０
円
（
２
基
ま
で
）

Ｅ
Ｍ
ポ
リ
バ
ケ
ツ
　

２
個
１
セ
ッ
ト
で
２
０
０
０
円

（
２
セ
ッ
ト
ま
で
）

電
気
式
生
ゴ
ミ
処
理
機
　

１
５
０
０
０
円
（
１
基
ま
で
）

補
助
金
の
交
付
申
請

生
ゴ
ミ
処
理
機
の
領
収
書
と
印

鑑
、
郵
便
局
以
外
の
口
座
番
号
を

持
参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
（
申
請
先
）

生
活
環
境
課
（
糸
井
）

蕁
４
６
―
２
１
１
４

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の
補
助

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す

暮
ら
し
の

年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
翌
月
末

ま
で
に
、
お
近
く
の
金
融
機
関
や

郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
で
納
め
ま
し
ょ
う
。
住
所

に
関
係
な
く
全
国
ど
こ
か
ら
で
も

納
め
ら
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
に
便
利
な
方
法

便
利
な
『
口
座
振
替
』

一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
毎

月
の
保
険
料
が
翌
月
末
に
自
動

的
に
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納

め
忘
れ
も
な
く
安
心
で
す
。

ま
た
、
家
族
の
保
険
料
を
ま

と
め
て
一
つ
の
口
座
か
ら
引
き

落
と
す
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

納
付
書
、
預
貯
金
通
帳
、
届
出

の
印
鑑
を
金
融
機
関
や
郵
便
局

に
持
参
し
、
手
続
き
し
ま
し
ょ

う
。

お
得
な
『
前
納
割
引
』

国
民
年
金
保
険
料
の
半
年
分
、

ま
た
は
１
年
分
を
現
金
で
前
払

い
す
る
と
割
り
引
き
が
あ
り
、

お
得
で
す
。
ま
た
、
納
め
忘
れ

も
な
く
安
心
で
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
（
及
川
）

蕁
４
６
―
２
１
１
９

千
葉
社
会
保
険
事
務
所

国
民
年
金
業
務
課

蕁
０
４
３
―
２
４
２
―
６
３
２
７

る
方
に
は
、
他
市
町
村
に
は
な

い
独
自
の
上
乗
せ
補
助
を
し
、

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

汲
み
取
り
便
所
や
単
独
処
理

浄
化
槽
を
使
用
の
ご
家
庭
は
、

補
助
金
を
利
用
し
て
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
を
検
討
さ
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

＊
農
村
集
落
排
水
事
業
処
理
区

域
は
除
き
ま
す
。

＊
補
助
対
象
建
築
物
は
、
処
理
対

象
人
員
が
10
人
以
下
の
専
用
住
宅

や
店
舗
併
用
住
宅
な
ど
で
す
。

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
（
吉
野
）

蕁
４
６
―
２
１
１
４

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

月
額
１
３，

８
６
０
円
の
国
民

◆納め忘れのないようにお早めに。 
◆口座振替をご利用の方は、預貯金残高
の確認をお願いします。 

★ 4 月 の 納 税  ★ ★ 4 月 の 納 税  ★ 
納期限：5月1日豺 

軽自動車税 

固定資産税（第1期） 

農作業別の賃金が決定
農業委員会では、平成18年度長南町農作業別標

準賃（料）金を次のように定めました。
標準賃（料）金をもとに農地の条件に合わせて

話し合い、農業労働力の合理的利用にお役立てく
ださい。

上記料金は、あくまで目安です。
場所によって耕作地の条件が異なりますので、

お互い協議のうえ決定してください。

問い合わせ
農業委員会事務局（関本）蕁４６－３３９６

区　　分

水 田 作 業

畑 作 業

トラクター

耕 運 機

トラクター

耕 運 機

田 植 機

バ イ ン ダ ー

ハーベスター

コ ン バ イ ン

籾

乾 燥 ・ 調 整

籾 す り

育 苗

畔 ぬ り

標準賃（料）金

7,000

6,000

6,000

5,500

7,000

6,000

6,000

6,500

6,500

8,000

6,000

16,000

2,300

1,600

700

750

460

3,500

説　　　　　明

男女とも、１日当り賃金（実働

８時間とする）賄費は含まない

一 番 耕

二 番 耕

一 番 耕

二 番 耕

2回仕上げ

苗 は 別

縄 持 ち

脱 穀

刈取・脱穀

生 乾

半 乾

籾 調 整

硬 化 苗

稚 苗

100ｍ当り

10ａ当り

オペレーター付き

燃料持ち

１俵当り運搬費を含む

（内籾すり料金分は700円）

１俵当り

１箱当り

トラクター使用

水
田
耕
起

代
か
き

ロータリー使用
2回仕上げ

単位 ： 円

補　助　額

単独処理
浄化槽か
らの転換
設置

汲み取り
便所から
の転換設
置

新築・増
改築に伴
う設置

設置
区分

人槽

５８５千円３７１千円２７０千円５人槽

６４８千円４１７千円２７０千円７人槽

７７４千円５２０千円２７０千円１０人槽
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固
定
資
産
の
縦
覧

縦
覧
期
日

４
月
３
日
（
月
）
〜

５
月
１
日
（
月
）
ま
で
の
開
庁
日
時

縦
覧
場
所

税
務
課

縦
覧
で
き
る
人

固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人

（
納
税
者
）

納
税
管
理
人

所
有
者
の
代
理
人（
委
任
状
添
付
）

持
参
す
る
も
の

印
鑑
・
身
分
を
証
明
（
免
許
証
・

保
険
証
な
ど
）
で
き
る
も
の

問
い
合
わ
せ

税
務
課
（
浅
生
・
手
嶋
）

蕁
４
６
―
２
１
１
８

ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
の
制
限

４
月
か
ら
長
南
中
学
校
校
舎

と
体
育
館
建
替
工
事
の
た
め
、

町
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
を

制
限
し
ま
す
。

町
内
の
団
体
（
地
域
団
体
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
企
業
・
社
会
体
育
団
体
な

ど
）
の
大
会
な
ど
で
使
用
し
た
い

場
合
は
、
事
前
に
海
洋
セ
ン
タ
ー

ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

中
学
校
の
利
用
時
間
以
外
の

使
用
申
し
込
み
は
、
町
民
が
利

用
の
場
合
に
限
り
従
前
ど
お
り

使
用
日
の
１
カ
月
前
か
ら
受
け

付
け
を
し
ま
す
（
電
話
可
）。

中
学
校
使
用
時
間
は
予
定
で

あ
り
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
学
校
使
用
時
間

体
育
館

（
平
成
19
年
３
月
末
ま
で
）

月
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜
17
時

土
曜
日

８
時
30
分
〜
12
時
30
分

陸
上
競
技
場
・
野
球
場

（
平
成
20
年
３
月
末
ま
で
）

月
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜
17
時

問
い
合
わ
せ

海
洋
セ
ン
タ
ー
（
小
高
）

蕁
４
６
―
２
８
６
０

ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
る

家
庭
用
品
の
廃
棄

４
月
３
日
以
降
の
「
粗
大
ご

み
収
集
日
」
に
回
収
し
ま
す
の

で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
集

積
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

・
製
品
を
壊
し
た
り
、
分
解
し

た
り
し
な
い
。

・
収
集
作
業
時
の
破
損
に
よ
る

飛
散
防
止
の
た
め
、
な
る
べ

く
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
二

重
梱
包
す
る
。

問
い
合
わ
せ

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

環
境
衛
生
課

蕁
２
３
―
４
９
４
４

ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る

家
庭
用
品

家
庭
用
製
品
の
内
、
１
８
５
社

７
７
４
製
品
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使

わ
れ
て
い
る
と
経
済
産
業
省
の
実

態
把
握
調
査
で
分
か
り
ま
し
た

（
平
成
17
年
12
月
28
日
現
在
）。

こ
れ
ら
の
製
品
は
「
通
常
の

使
用
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
び

散
る
こ
と
は
な
い
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

飛
び
散
る
可
能
性
が
あ
る
も

の
は
２
製
品
で
、
い
ず
れ
も
電

気
火
鉢
と
共
に
販
売
し
て
い
た

灰
に
含
ま
れ
る
も
の
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
製
品
は
１
９
６
０
年

代
に
製
造
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

主
な
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
家
庭
用
品

《
電
気
製
品
》

ト
ー
ス
タ
ー
・
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス

タ
ー
・
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
・
電
気

コ
ン
ロ
・
電
気
ポ
ッ
ト
・
ク
ッ
キ

ン
グ
カ
ッ
タ
ー
・
ジ
ュ
ー
サ
ー
、

ミ
キ
サ
ー
・
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
・

ミ
シ
ン
用
フ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
・
換
気
扇
・
ア
イ
ロ
ン
・
掃
除

機
・
電
磁
調
理
器
・
こ
た
つ
・
電

気
ス
ト
ー
ブ
・
照
明
器
具
、
ス
タ

ン
ド
な
ど

《
ガ
ス
・
石
油
製
品
》

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
・
ス
ト
ー

ブ
・
ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
・
ガ
ス
コ

ン
ロ
な
ど

《
そ
の
他
》

自
転
車
・
釣
り
用
リ
ー
ル
な
ど

＊
製
品
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
製
品
の
ご
く
一
部
分
に
ア

ス
ベ
ス
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
場

合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

詳
細
は
経
済
産
業
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
eti.go.jp/press/2

0050912006/20050912006.htm
l

）

犬の集合注射はじまる

登録が済んでいる場合
町からの注射案内文書を必ずお持ちください。
登録をしていない場合
問診票（別に配布しましたチラシの裏面に印刷してあ
ります）を記入し、お持ちください。
集合注射の手順
①犬を問診し、狂犬病予防注射を受ける。
②受け付けをして、手数料を払う。
料　金
狂犬病予防注射手数料（注射済票手数料含む）
３，３５０円
犬の新規登録手数料３，０００円
＊おつりのないように準備ください。

＊当日は雨天でも実施
問い合わせ
生活環境課（糸井）蕁４６－２１１４

犬の集合注射日程表
時　　間場　　　所期　日

９：３０～１０：００千田青年館

４月１８日
（火）

１０：１５～１１：００米満住宅跡地
１１：１５～１１：４０長南老人いこいの家
１３：００～１３：３０旧蔵持ゲートボール場
１３：５０～１４：３０旧坂本青年館
９：３０～１０：００山内青年館

４月１９日
（水）

１０：１５～１１：００JA長生西支所
１１：１５～１１：４０下小野田青年館
１３：００～１３：３０市野々下ファミリーセンター
１３：４０～１４：００小生田下集会所
１４：１５～１４：４５ＪＡ長生給田倉庫
１５：００～１５：３０芝原東部ライスセンター

９：００～１１：００保健センター
追加日 

５月 1４日（日）
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中
央
公
民
館
図
書
室

購
入
図
書
リ
ス
ト

日
帰
り
で
過
ご
す
憧
れ
の
温
泉
宿
関
東
・

甲
信
越

／
ジ
ェ
・
エ
ー
・
エ
フ
出
版
社

タ
ダ
で
遊
ぼ
う
マ
ル
得
ス
ポ
ッ
ト
首
都
圏

／
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス

／
明
橋
大
二
著

太
田
知
子
イ
ラ
ス
ト

間
違
い
だ
ら
け
の
ク
ル
マ
選
び
最
終
版

／
徳
大
寺
有
恒

星
う
さ
ぎ
と
月
の
ふ
ね

／
か
ん
の
ゆ
う
こ
文
　
田
中
鮎
子
絵

し
ろ
い
や
み
の
は
て
で
あ
ら
し
の
よ
る
に

特
別
編／

き
む
ら
ゆ
う
い
ち
作
　
あ
べ
弘
士
絵

岩
波
少
年
文
庫
版
ナ
ル
ニ
ア
国
も
の
が
た

り
全
７
冊

／
Ｃ
Ｓ
ル
イ
ス
瀬
田
貞
二

読
解
力
が
つ
く
、
文
法
力
が
つ
く
、
政
治
の

し
く
み
が
わ
か
る
、
イ
ラ
ス
ト
が
じ
ょ
う
ず

に
描
け
る
／
ド
ラ
え
も
ん
の
学
習
シ
リ
ー
ズ

ド
ラ
え
も
ん
の
国
語
お
も
し
ろ
攻
略

容
疑
者
Ｘ
の
献
身

／
東
野
圭
吾

ズ
ッ
コ
ケ
中
年
三
人
組

／
那
須
正
幹

司
馬
遼
太
郎
短
篇
全
集
４
、
５
、
６

／
司
馬
遼
太
郎

ま
た
ま
た
へ
ん
な
い
き
も
の

／
早
川
い
く
を
著

寺
西
晃
絵

田
中
角
榮

／
佐
藤
　
昭
子

働
く
過
剰
大
人
の
た
め
の
若
者
読
本

／
玄
田
有
史

＊
購
入
し
て
欲
し
い
図
書
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
中
央
公
民
館
に
リ
ク

エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
用
意
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
末
年
始
を
除
き
、
土
、

日
曜
日
、
祝
日
も
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
（
山
口
）

蕁
４
６
―
１
１
９
４

幼
児
か
ら
一
般
者
ま
で

武
道
教
室
生
募
集
！

伝
統
あ
る
武
道
を
通
じ
て
、

健
全
育
成
と
精
神
鍛
錬
に
武
道

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

町
体
育
協
会
の
専
門
の
方
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
指
導
し
て
い

ま
す
。

【
柔
道
教
室
】

水
・
金
曜
日

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

中
学
校
尚
武
館

【
剣
道
教
室
】

火
曜
日
　
19
時
〜
20
時
30
分

町
体
育
館

金
曜
日
　
19
時
〜
20
時
30
分

中
学
校
尚
武
館

＊
面
や
胴
な
ど
の
防
具
は
、
海

洋
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
の
で

購
入
は
不
要
で
す
。

【
空
手
道
教
室
】

火
曜
日
　
19
時
〜
20
時
30
分

中
学
校
尚
武
館

金
曜
日
　
18
時
30
分
〜
20
時

中
学
校
尚
武
館

入
会
金
（
各
教
室
同
額
・
保
険

料
な
ど
）

高
校
生
未
満
１，
５
０
０
円

高
校
生
以
上
２，
０
０
０
円

申
込
期
日

４
月
20
日
（
木
）
ま
で

申

込

先

入
会
金
を
持
参
し
、

海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

＊
幼
児
の
申
し
込
み
は
、
各
教

室
の
講
師
と
相
談
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

海
洋
セ
ン
タ
ー
（
小
高
）

蕁
４
６
―
２
８
６
０

長
南
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
募
集
！

小
学
生
時
代
は
運
動
能
力
が

一
番
伸
び
ま
す
。
こ
の
時
期
に

軟
式
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
競
技
を
、

土
曜
日
・
日
曜
日
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
指
導
者
の
も
と
で
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
軟
式
野
球
ク
ラ
ブ
】

土
曜
日
９
時
〜
12
時
町
野
球
場

【
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
】

第
１
・
３
・
５
日
曜
日

第
２
・

４
土
曜
日

９
時
〜
12
時

町
陸
上

競
技
場

【
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
】

土
・
日
曜
日
９
時
〜
12
時

西
小
学
校
体
育
館

申
込
方
法（
新
入
団
希
望
者
の
み
）

４
月
15
日
（
土
）

の
９
時
〜
12

時
に
、
各
ク
ラ
ブ
練
習
会
場
で

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

海
洋
セ
ン
タ
ー
（
小
高
）

蕁
４
６
―
２
８
６
０

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
ー
長
生

２
０
０
６
出
店
者
募
集

日
　
時

６
月
11
日（
日
）９
時
30
分
〜
12
時

場
　
所

長
生
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
（
茂
原

市
下
永
吉
２
１
０
１
番
地
）

募
集
期
間

４
月
17
日（
月
）〜
５
月
１
日（
月
）

（
当
日
消
印
有
効
）

出
店
要
件

・
長
生
郡
市
内
に
居
住
の
こ
と

・
一
般
家
庭
が
対
象
で
、
不
用

品
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
出
品
の

こ
と

・
飲
食
物
、
生
き
物
は
販
売
不

可
応
募
方
法

一
人
、
一
通
限
り
。
記
入
漏

れ
が
あ
っ
た
場
合
や
往
復
ハ
ガ

キ
以
外
は
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
。

往
信
（
裏
）

①
郵
便
番
号

②
住
所
（
団
体
の
場
所
所
在
地
）

③
氏
名（
団
体
名
及
び
代
表
者
名
）

④
電
話
番
号

⑤
主
な
出
店
物
（
具
体
的
に
）

返
信
（
表
）
返
信
先

①
郵
便
番
号

②
住
所
（
団
体
の
場
所
所
在
地
）

③
氏
名（
団
体
名
及
び
代
表
者
名
）

＊
返
信
（
裏
）
に
は
何
も
記
入

し
な
い
こ
と
。

応
募
さ
れ
た
方
に
当
落
の
通

知
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
（
応
募
先
）

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

環
境
衛
生
課

蕁
２
３
―
４
９
４
４

〒
２
９
７
―
０
０
３
５

茂
原
市
下
永
吉
２
１
０
１
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交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
交
通
安
全
推
進
隊
）
募
集

千
葉
県
で
は
悲
惨
な
交
通
事

故
を
な
く
す
た
め
、
交
通
安
全

活
動
に
関
心
と
意
欲
を
持
ち
、

地
域
で
活
動
で
き
る
方
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
交
通
安
全
推
進
隊
）

を
募
集
し
ま
す
。

現
在
約
２，
２
０
０
人
が
通
学

路
で
の
街
頭
活
動
や
高
齢
者
宅

訪
問
活
動
な
ど
、
日
常
的
な
交

通
安
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

隊
員
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
の
加
入
や
帽
子
の
支
給
、

研
修
の
実
施
な
ど
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

応
募
資
格

平
成
２
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
、
県
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
・
通
学
し
、
月
１
回
以
上

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
方

募
集
人
員

小
学
校
区
な
ど
を
単
位
に
５

〜
20
人
程
度

応
募
方
法

県
民
セ
ン
タ
ー
や
市
町
村
交
通

安
全
担
当
課
、
警
察
署
に
置
い
て

あ
る
応
募
用
紙
に
記
入
し
、郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
期
日

５
月
10
日
（
水
）（
必
着
）

問
い
合
わ
せ
（
応
募
先
）

東
上
総
県
民
セ
ン
タ
ー
県
政
情
報
課

蕁
２
２
―
１
７
１
１

千
葉
県
調
理
師
試
験

試
験
日
時

７
月
19
日
（
水
）

14
時
〜
16
時

試
験
場
所

幕
張
メ
ッ
セ
　

願
書
配
付

４
月
10
日
（
月
）

か
ら
長
生
合
同
庁
舎
２
階
長
生
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
所
）
地

域
保
健
福
祉
課
で
配
付
し
ま
す
。

願
書
受
付
期
間

５
月
16
日
（
火
）
〜
18
日
（
木
）

願
書
の
提
出
先

長
生
郡
市
に

住
所
を
有
す
る
方
は
長
生
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
所
）

他
に
住
所
を
有
す
る
方
は
願
書

用
紙
配
付
時
に
確
認
く
だ
さ
い
。

願
書
受
付
場
所

長
生
合
同
庁

舎
３
階
　
第
１
・
２
会
議
室

受
験
資
格

盧
学

歴

中
学
校
卒
業
以
上
ま

た
は
旧
制
中
学
校
２
年
修
了
者
他

国
民
学
校
高
等
科
２
年
の
修
了

者
他

盪
従
事
期
間

盧
の
学
歴
終
了

後
、
次
の
施
設
に
お
い
て
２
年
以

上
調
理
業
務
に
従
事
し
た
も
の

蘯
従
事
施
設

給
食
施
設
ま
た
は

飲
食
店
関
係
営
業
施
設
（
飲
食

店
、
魚
介
類
販
売
業
、
そ
う
ざ

い
製
造
業
）

問
い
合
わ
せ

長
生
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
福
祉
課

蕁
２
２
―
５
１
６
７

子
ど
も
祭
り
in
長
南

日
　
時

５
月
３
日
（
祝
）
10
時
〜
15
時

＊
詳
細
は
４
月
14
日
に
チ
ラ
シ

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
（
大
杉
）

蕁
４
６
―
１
１
９
４

白
子
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り

色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

７
３，
０
０
０
本

期
　
間

４
月
８
日
（
土
）
〜
４
月
16
日
（
日
）

（
自
由
に
観
賞
で
き
ま
す
）

場
　
所

白
子
町
『
花
の
広
場
』

（
白
子
町
役
場
東
隣
）

イ
ベ
ン
ト
日
時

４
月
16
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

小
雨
決
行

イ
ベ
ン
ト
内
容

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
よ
る
団
体

模
様
植
え
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
。

問
い
合
わ
せ

花
の
広
場
実
行
委
員
会
事
務
局

（
白
子
町
役
場
産
業
課
内
）

蕁
３
３
―
２
１
１
１

カ
ビ
！

そ
ろ
そ
ろ
気
に
な
り
ま
す
ね

公
開
市
民
講
座
（
無
料
）

日
　
時

５
月
14
日
（
日
）

14
時
〜
16
時
30
分

場
　
所

千
葉
大
学
西
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス

内
け
や
き
会
館

申
込
期
日

５
月
12
日
（
金
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
（
申
込
先
）

千
葉
大
学
真
菌
医
学
研
究
セ
ン

タ
ー
事
務
局

蕁
０
４
３
―
２
２
６
―
２
４
８
７

ち
ょ
う
な
ん
文
芸

凍
解
け
を
来
た
猫
の
足
拭
い
て

や
る

堀
越
み
よ
女

腰
痛
を
坐
薬
に
耐
え
て
寒
明
く

る

山
内
　
青
山

凍
解
の
裏
山
岩
の
落
つ
る
音

渡
辺
　
茫
子

赤
き
実
の
わ
ず
か
残
し
て
寒
の

明
け

今
関
　
久
女

凍
解
の
行
く
手
気
づ
か
う
野
辺

の
径

今
井
　
盟
仙

夕
空
に
一
番
星
や
寒
明
け
る

遠
藤
み
つ
子

寒
明
け
て
日
毎
に
和
ら
ぐ
大
地

か
な

小
林
　
茂
子

凍
解
の
大
地
ゆ
る
み
し
靴
の
あ

と

佐
久
間
タ
ツ
子

凍
解
け
て
靴
跡
残
す
畑
廻
り

田
中
　
美
雪

凍
解
や
陽
差
し
届
か
ぬ
所
ま
で

鶴
岡
　
少
官

最
上
川
優
々
寛
緩
寒
明
し

福
原
　
而
今

寒
明
け
の
雨
音
静
か
紅
茶
の
む

藤
田
　
房
枝

「
寒
明
」

小
寒
・
大
寒
と
続
い
た
三
十
日
間

が
終
わ
る
と
立
春
に
な
る
。
そ
の
寒
の

明
け
の
こ
と
で
、
だ
い
た
い
二
月
四
、

五
日
こ
ろ
に
当
た
る
。
今
年
は
二
月
四

日
で
あ
っ
た
。

「
凍い
て

解ど
け

」

春
に
な
る
と
凍
っ
て
い
た
台
地
が
ゆ

る
ん
で
く
る
。
夜
分
凍
っ
た
大
地
が
朝

日
を
う
け
て
溶
け
ゆ
る
ん
だ
り
、
ぬ
か

る
み
が
で
き
た
り
す
る
の
は
い
か
に
も
、

早
春
の
感
じ
で
あ
る
。

（
記
・
今
関
）

紙
面
の
都
合
で
、
し
あ
わ
せ
の

輪
な
ど
シ
リ
ー
ズ
記
事
を
休
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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〈材料6人分　１人当たり398kcal〉

韓国風ちらしずし

〈作り方〉
①合ひき肉は、しょうゆと砂糖でそぼろに炒る。
②ほうれん草・千切りにしたにんじんは茹で、塩・ご
ま油で味をつける。
③たくあんとかまぼこをサイコロ状に切る。
④ご飯にすし酢を合わせ、①②③を混ぜる。ごま油、
塩で調味する。
⑤皿に盛り付け、ごまを振る。

表
紙
の

写

真

登
下
校
の
児
童
や
生
徒
を
犯
罪
か
ら

守
る
た
め
に
町
や
学
校
は
、
家
庭
や
地

域
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
登
下
校
の
時
間
に
合
わ
せ

て
散
歩
す
る
人
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
る

と
共
に
、
町
の
建
設
業
者
と
ガ
ス
工
事
店

が
独
自
で
防
犯
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
、

工
事
現
場
に
行
く
道
す
が
ら
不
審
者
に
目

を
光
ら
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

食生活改善推進員

我が家のおすすめメニュー

栄養のバランスが良
い一品なので、育ち盛
りの子供たちに食べて
もらいたいですね。

中村尚子さん（地引）

ご飯 ３合分
合ひき肉 100ｇ
ほうれん草 1/2束
にんじん 1/2本
たくあん 100ｇ
かまぼこ 50ｇ

すし酢 100㏄
しょうゆ 適宜
砂糖 適宜
ごま油 適宜
塩 適宜　
白ごま 適宜

る
こ
と
で
つ
く
ら
れ
、
維
持
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
代
は
「
飽
食

の
時
代
」
と
か
、「
グ
ル
メ
ブ
ー

ム
」
な
ど
と
い
わ
れ
、
誰
も
が

豊
か
な
食
生
活
を
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
果
た

し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

日
本
は
今
や
世
界
一
の
長
寿

国
と
な
り
ま
し
た
が
、
実
は
食

生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
裏
側
で
、

食
生
活
の
乱
れ
と
、
こ
れ
に
伴

う
生
活
習
慣
病
な
ど
が
増
え
続

今
、「
食
育
」
と
い
う
言
葉
が

社
会
的
に
大
き
な
関
心
事
に
な

っ
て
い
ま
す
。
と
か
く
「
食
育
」

と
い
う
と
子
供
た
ち
の
た
め
に

あ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
実
は
高
齢
者
に
と
っ
て

も
大
切
な
の
で
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
私
た
ち

の
体
は
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す

と
い
う
言
葉
が
注
目
さ
れ
は
じ

め
た
の
で
す
。

一
人
で
食
べ
る
の
で
は
な
く
、

家
族
や
友
人
、
地
域
の
人
た
ち
と

一
緒
に
食
べ
る
「
共
食
」
に
は
、

私
た
ち
の
体
に
と
っ
て
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
栄
養
と
共
に
、
心
の

栄
養
に
な
る
「
お
し
ゃ
べ
り
（
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）」
と
い
う

楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
に
は
先
人
か
ら
伝
え

ら
れ
た
長
い
人
生
経
験
を
通
し

け
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
に
長
生
き
を
し
て
も
、

体
の
具
合
が
悪
く
て
は
仕
方
が

あ
り
ま
せ
ん
。「
健
康
で
、
長
生

き
！
」
で
こ
そ
幸
せ
な
人
生
で

あ
り
、
本
当
の
長
寿
国
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
に
「
何
を
ど
れ
だ

け
食
べ
れ
ば
よ
い
か
」
と
同
じ

よ
う
に
、「
誰
と
ど
の
よ
う
に
食

べ
る
か
」
と
い
う
こ
と
が
重
要

で
、「
食
育
」
と
並
び
「
共
食
」

さ
て
、
４
月
は
満
開
の
桜
の

下
で
、
家
族
や
仲
間
な
ど
と
酒

を
酌
み
交
わ
し
、
ご
ち
そ
う
を

食
べ
る
「
お
花
見
」
の
風
景
が

よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
桜
の

花
見
の
習
慣
は
比
較
的
に
新
し

く
、
江
戸
時
代
元
禄
の
こ
ろ
か

ら
庶
民
に
定
着
し
た
共
食
の
風

習
で
す
。

（
管
理
栄
養
士
　
御
園
生
）

て
、
得
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な

「
食
」
に
関
す
る
知
識
や
「
食
」

を
守
っ
て
き
た
力
を
、
子
や
孫

に
受
け
継
ぎ
、
誰
も
が
健
全
な

食
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
「
食
育
」
を
進
め
る

役
割
が
あ
る
の
で
す
。

そ
の
食
育
の
役
割
の
場
こ
そ

が
「
共
食
」
で
す
。
共
に
食
べ

る
場
が
今
、
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

み
ん
な
で
食
べ
て

心
の
栄
養
を
と
ろ
う

食
の
知
識
を
伝
え
る
場
『
共
食
』
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18. 3. 1 現在
人口 10,180（－11）

男 4,941（－ 4）

女 5,239（－ 7）

世帯 3,120（＋ 3）

面積 65.38裄
（ ）内は前月比

仕事をしている窓辺から、通勤途中の車の中から…桜が咲き誇る様子を見ると、気分が一新してきます。年度変わ
りと重なっているせいでしょうか。さて、今年度も皆さんから情報や意見をいただきながら、読まれ、考え、行動を
起こす広報紙づくりを目指すために、皆さんから寄せられる声を大切にしていきたいと思います。（仁）

あと 
がき 

日曜・休日当番医
診療時間　9時～17時
月　日 内　科　系 外　科　系

夜間急病診療所
診療科目／内科・小児科 診療時間／２０時～２３時まで
茂原市八千代１－５－４（消防署裏）蕁２４－１０１０
夜間急病診療テレフォン案内 蕁２４－１０１１（１９時～翌午前６時まで）

＊都合により、変更する場合があります。
消防本部通信指令課蕁24－0119へお問い合わせください。

日 Sun. 火 Tue. 水 Wed. 木 Thu. 金 Fri. 土 Sat.月 Mon.

2

・三種混合

3

9

・胃がん検診
（午前）

10

16

・麻しん風しん混合

科学技術週間 17

23

・大腸がん検診
（午前）
・結核検診
（午前・午後）
・肺がん検診
（午前・午後）

24

30

・喀痰検査
（午前）

1

・行政・人権・心配ごと相談
中央公民館
10：00～15：00
・保育所入園式

4
・なかよしひろば
長南幼稚園
9：30～11：30

メートル法
公布記念日 11
・人権・心配ごと相談
中央公民館
10：00～15：00
・乳児相談

発明の日 18

25

2

・胃がん検診
（午前中）

5
・健康相談
熊野下集会所
13：30～14：30
市野々下ファミリーセンター
15：00～16：00

12

19

26
・子ども祭りin長南
中央公民館
10：00～15：00

憲法記念日 3

・各小学校入学式
・春の交通安全運動
（4月15日まで）

6
・乳がん検診
（午前・午後）

13
・子宮がん検診
（午前・午後）
・骨粗鬆症予防検診
（午前・午後）

20
・健康相談
東和コミュニティセンター
13：30～14：30
大下青年館
15：00～16：00

27

4

1

8

15

22

みどりの日 29

・中学校入学式

世界保健デー 7

・無料法律相談（4/21）
予約開始
9：00～
蕁25-7830

14

21
・三種混合

こどもの日

28

5/

生活カレンダー 4月1日～5月6日

35－5151 24－8686４月２日 聖光会病院 鎗田整形外科医院
22－3770 25－7755９日 宮本内科医院 茂原機能クリニック
27－7733 25－251016日 渡辺医院 森川病院
34－2496 20－191023日 鵜沢外科内科クリニック 武田メディカルクリニック
23－6121 34－509129日 大塚内科 本納整形外科・内科
22－2561 22－011130日 大曽根マタニティクリニック 高田整形外科医院
34－3045 34－2121５月３日 吉田医院 公立長生病院
25－8580 25－1171４日 粒良医院 菅原病院
23－3111 25－7755５日 ポプラクリニック 茂原機能クリニック

65

（ ）

巡回バスは月～金曜日（祝日除く）運行

（ ）
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大
き
く
な
っ
た
ら
な
り
た
い
も
の
は

（
順
不
同
）

田
山
　
慧

さ
と
し

く
ん

●
電
車
が
好
き
だ
か
ら
電
車
の
運
転
手

宮
崎
大
輔

だ
い
す
け

く
ん

●
か
っ
こ
い
い
か
ら
野
球
選
手

齊
藤
　
輝
ひ
か
り

ち
ゃ
ん

●
お
し
ゃ
れ
が
大
好
き
だ
か
ら
パ
ー
マ
屋

さ
ん

大
戸
桃
佳
も
も
か

ち
ゃ
ん

●
か
わ
い
い
か
ら
プ
リ
キ
ュ
ア

背
景
の
水
と
、
中
心
の

少
女
に
一
番
力
を
入
れ
ま

し
た
。
少
女
の
赤
い
色
の

服
が
好
き
で
す
。

こ
の
風
景
は
、
長
南
町

の
よ
う
な
美
し
い
自
然
を

思
い
浮
か
べ
て
描
き
ま
し

た
。
絵
の
構
図
に
は
特
に

力
を
入
れ
ま
し
た
。

こ
の
絵
が
素
晴
ら
し
い

賞
を
い
た
だ
け
て
、
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

細
か
い
所
に
も
気
を
配

り
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て

作
り
ま
し
た
。

千
葉
県
の
代
表
作
品
と

し
て
、
全
国
大
会
に
出
品

で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

「
ぼ
く
の
町
の
し
し
ま
い
」

真
ん
中
に
大
き
く
獅
子
の

頭
を
描
き
ま
し
た
。
最
後
ま

で
あ
き
ら
め
ず
に
、
丁
寧
に

色
を
ぬ
り
ま
し
た
。

「
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
と
校
舎
」

ア
ジ
サ
イ
の
花
び
ら
や
葉
を
描

き
、
色
を
ぬ
る
の
は
大
変
で
し
た

が
最
後
ま
で
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

し
た
。
完
成
し
た
と
き
は
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

「
ぼ
く
た
ち
と
に
わ
と
り
」

に
わ
と
り
が
羽
ば
た
く
様
子

と
、
見
て
い
る
ぼ
く
た
ち
を
描

き
ま
し
た
。
羽
の
色
の
違
い
に

気
を
つ
け
て
絵
の
具
を
ぬ
る
の

は
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
最
後

ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。

西小学校１年生
安田匡佑さん

長南小学校４年生
白井洸輝さん

東小学校６年生
岩闢　彩さん

長南中学校３年生
古山里奈さん

長南中学校３年生
石橋由理さん

長南中学校１年生
三上晶子さん

千
葉
県
児
童
生
徒
美
術
展千

葉
日
報
社
長
賞

千
葉
県
児
童
生
徒
美
術
展
　
準
特
選

千葉県児童生徒美術展
千葉県造形教育部会長賞

全
国
国
土
緑
化
運
動
・

育
樹
運
動
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル

国
土
緑
化
推
進
機
構
理
事
長
賞

全
国
省
エ
ネ
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

全国中学生創造ものづくり教育フェア
奨励賞

（
学
年
は
平
成
17
年
度
）
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